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1. 村田泰隆コレクション

村田泰隆
1947年、京都市生まれ。1972年にニューヨーク大学数理統計学科を卒業
後、株式会社村田製作所に入社し、2代目社長および会長を歴任した。
蝶の研究家、写真家としても知られ、日本鱗翅学会理事、日本蝶類学会
理事、日本昆虫協会理事を歴任したほか、京都蝶の会や大阪昆虫同好会
などで活動した。蝶の化石研究にも力を注ぎ、その成果は日本蝶類学会
の学会誌に掲載されている1,2。2018年、逝去。著書に、『夢蝶美』、『チョ
ウのいる風景』、『飛ぶ宝石—蝶の情景—』、『蝶を追って』などがある3–6。
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凡例
本書の記事は、上西、家木、近藤、伊藤が分担執筆した。
分担箇所の末尾には、執筆者の姓を記した。

生息地保護のため、環境省レッドリストに掲載されている絶滅
危惧種（CR、EN、VU）およびその他の一部の種・地域集団
については市区町村より下位の地名は非表記とした。

標本写真は、特に記載のない限り、原寸大で表示し、左に表
（背）面、右に裏（腹）面を配置した。

写真：キマダラルリツバメ（2010/6/24 兵庫県小野市青野ヶ原）＜近藤＞



06 07

ギフチョウ（2016/4/9 福井県勝山市）＜近藤＞

コレクションの概要
村田泰隆コレクションは、蝶16,919頭、蛾109頭、その他7
頭の計17,035頭で構成されている。最も古い個体は1910年
に得られたチェケニーウスバシロチョウ Parnassius szechenyii 
であるが、1960年代から2000年代のものが中心となってい
る。地域的にはアジア、南北アメリカ、ヨーロッパのものが多
いが、世界各地の代表的な美麗種については、ほぼ網羅さ
れていることで有名であった。2014年発刊今森光彦著『世界
のチョウ』は、当コレクションを用いて作成されている7。

村田泰隆氏ご自身の採集・飼育品、現地ガイドからの購入品
が中心となっている。また、「京都蝶の会」や「大阪昆虫同好
会」会員諸氏、国内や海外の蝶友等約200名からの交換・寄
贈品も含まれており、蝶研究者界における村田氏の親交の広
さを推測させる。このような標本の由来から、標本に付随する
ラベルの採集地・採集日のデータは信頼性が高く、学術的に
貴重である。

特筆すべきものとして、各種変異を含む9種570頭のアグリア
ス（ミイロタテハ属）コレクション、当時分布が知られていた地

域すべてをカバーする62頭のオウゴンテングアゲハコレクショ
ン、ほとんどの種を含む838頭のウスバシロチョウ属コレクショ
ンなどがある。また、長年の収集により、非常に多数の異常
型やバリエーションが見られる。顕著な異常型については、
季刊誌「ゆずりは」に発表されている8–13。

コレクションの約1/3に相当する5,860頭は日本産の標本で
あり、日本で見られる蝶の大半の種（約190種）を網羅してい
る。そのうち1,502頭は、村田氏が生まれ育った京都で採集さ
れており、村田氏自身の採集品も多く含まれている。1950年
代から2010年代にかけて蓄積されてきたコレクションには、
現在では見られなくなった地域集団の標本も含まれており、日
本の蝶の消長を理解する上での貴重な資料群となっている。
また、ゼフィルス（ミドリシジミ類）などは、異常型や変異個体
も丹念に蒐集されている。今回、こうしたコレクションの特色
を活かして、日本列島の蝶類相を概観し、京都の蝶の今昔、
アリと共に生きる蝶、ゼフィルスの多様性、そして危機に瀕す
る蝶について紹介したい。＜近藤・伊藤＞

2. 日本列島の蝶類相

日本列島には240種以上の蝶類が分布する。これらの中に
は全世界に広く分布する種のほか、ユーラシア大陸との共通
種、東アジア地域の固有種、そして日本列島の固有種などが
含まれ、その起源は様々に異なるとされている。これらの蝶は
いつ、どこから、どのようにして日本にやってきたのだろうか？

日本列島はユーラシア大陸の東端に位置し、生物地理区とし
ては大部分が旧北区に含まれる。しかし南西諸島は東洋区に
分類され、本州の太平洋側にかけて東南アジアとの共通種も
分布する。南北に細長い日本列島の中では旧北区と東洋区
の境界は不明瞭であり、2つの生物地理区の移行帯に相当す
るといえる。実際、日本列島に生息する蝶は、ユーラシア大
陸に広く分布する「シベリア型」、亜熱帯域と共通する「マレー
型」、固有種である「日本型」など5つの分布型に分類できると
も言われている14。日本列島は大陸との接続・分断を繰り返し

てきたと考えられ、現在の北海道－サハリンを繋ぐルート、九
州から対馬－朝鮮半島へ繋がるルート、そして南西諸島から
大陸へのルートといった、複数の経路を通じて大陸からの移
住があったと推定される15。また、起伏に富んだ地形と、1年
を通じて大きく変化する気候も日本列島の特色である。複数
の生物地理的要素が混ざり合うことに加え、狭い国土の中に
非常に多様な環境が揃っていることが、起源の様々に異なる
蝶の生息を可能にし、豊かな蝶類相を育んできたのかもしれ
ない。

ここでは、大陸との繋がりを考えるうえで特に重要となる、冷
涼な環境に取り残された「遺存種」と呼ばれる蝶と、東アジア
に固有の蝶であるギフチョウ属、そして南方から飛来し続ける
「迷蝶」に注目し、日本列島の蝶類の分布がどのように形作
られているのか、その一端を見てみたい。＜上西＞

「遺存的」な蝶：氷河期からの生き残り？
ユーラシア大陸と日本に共通して分布する蝶の中には、本州
の高標高地、北海道、大陸の高地といったように、飛び飛び
の分布域をもつ種が少なくない。冷涼な気候を好むこれらの
蝶は、かつて広く分布していたものの生き残り、いわゆる遺存
種であるとされている。大陸と地続きであった氷河期には連続

的に分布していたものが、氷河期が終わり、生息に適した冷
涼な高地に取り残された結果、現在のような不連続な分布が
できあがったと想像される。




